
会議録 

 

- 1 - 

 

日 時 令和 2年 9月 4日（金）18 時 30 分～20時 00 分 

会 場 北広島市役所 5階 委員会室 

出席委員 飯浜会長、百瀨副会長、亀岡委員、東口委員、吉田委員、西澤委員、油㘴委

員、高嶋委員 

欠席委員 冨士原委員、菊地委員 

市出席者 広田子育て支援部長、高橋子ども家庭課長、石間子育て担当参事、濱田子ど

も発達支援センター長、大西子ども家庭課主査、畠山子ども家庭課主査、前

原福祉課主査、金田子ども家庭課主事 

 

○事務局   （ 開会挨拶 ） 

 

○委員    （ 新任委員自己紹介 ） 

 

○事務局   （ 事務局自己紹介 ） 

 

○会長     お晩でございます。お久しぶりです。大変お忙しい中、ご出席いただきまし

てありがとうございます。子どもの育ち、そして子育ての環境がよりよい環境

なりますようにまた皆様にご意見いただきご審議いただきたいと思いますの

で今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

 先ほど事務局の方からもお話ありましたが、議事に入る前に会議の公開それ

から会議録の作成と公表をそれから傍聴について、お認めいただくということ

でよろしゅうございますでしょうか。 

＜＜異議なし＞＞ 

 そうしましたら会議の公開、会議録の作成と公表、傍聴について了承といた

します。 

 それでは令和 2 年度第１回北広島市子ども・子育て会議を始めさせていただ

きたいと思います。会議の次第に沿って進めたいと思いますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。まず子ども子育て会議の役割についてということで事

務局の方からよろしくお願いいたします。 

 

○事務局   （ 追加資料に沿って説明 ） 

 

○会長     審議に入る前に子ども・子育て会議の役割についてということで、追加資料

を事務局のほうから説明いただきました。何か 委員の皆様、ご質問ございま

すか。確認ということでございます。よろしゅうございますか。それではあり

がとうございます。審議事項が本日、2 つございますがそちらの方に入らせて

いただきます。 

1 番目の審議事項ということで、子どもの貧困対策計画骨子案についてとい

うことでこちらも、事務局の方からはまず説明いただきたいと思いますので、

別記様式(第 3条関係) 
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よろしくお願いします。 

 

○事務局   （ 資料 1-1～1-4 に沿って説明 ） 

 

○会長     今日皆さんご審議いただきたいところは、骨子案ということですのでちょっ

と資料 1-4 ですか。これがちょっとイメージとしてこういう形の中で、今事務

局の方から説明された部分が肉付けされていくんだけれども、このような形で

いいかどうかということの確認をさせていただきたいというところだと思い

ます。それで、1 点目は一番この資料 1-3・Ａ3 の 1 枚もので見れば、北広島

市の子どもの貧困に関する現状の部分の現状としての、ようするにここから分

析していかなきゃいけませんので、現状として取り上げているものがこれで足

りないものがないかどうかというところで、もし委員の皆さんからお気づきの

点があればご意見をちょうだいしたいなというのが 1 点です。基本的には子ど

もの生活実態調査、それから現在進めている支援者ヒアリングを行って、そこ

に書かれている、黒で四角になっています、その項目について現状として載せ

ていく、それに対しての分析をしていくということであります。それからそれ

に基づいて、次の右のところ導き出された課題（仮）ということで今説明あり

ましたけどもちょっと全部が分析できいてる訳じゃないので、また新たに出て

くるものもあるかと思います、現在この 5 つの項目、子どもの育ちと学びにお

ける課題、生活基盤の確保における課題、自立に向けた課題、特に配慮を要す

る子ども世帯を支える取組の課題、相談支援の課題というこの 5 つの柱として

それに基づいて計画、施策の展開、指標というようなものを当てはめて計画案

を作成していくという今後の流れにつなげていっていいかということでの確

認ということになるかということで、委員の皆様からお久しぶりでございます

が、お気付きの点、それから質問等承りたいと思いますのでよろしくお願いい

たします。いかがでしょうか。それではですね、なければないでよろしいんで

すか、せっかくお久しぶりにお会いいたしましたので、私が話すとまたいつも

振られるってことを思ってらっしゃるじゃないかと思いますが、ちょっと一言

ずつですね、これからこの子どもの貧困対策計画というものを作成するという

ことになってまいりますし、委員の皆様にご苦労いただきました第 2 期の北広

島市子ども子育て支援プランを作成させていただいて、そこに追加で章として

子ども貧困対策計画を追加で盛り込んでいくということでございますので、ち

ょっとそれに対しての思いや期待感というか、こんなふうになったらいいなっ

ていう日ごろのちょっと感じになられてることでも構いませんので一言いた

だければと思います。よろしくお願いします。 では A 委員いかがでしょう。 

 

○A 委員    意見ではないんですが、そもそも貧困にあたるお子さん、家庭をどのように

見つけ出したらいいのだろうと日ごろから思っています。何かよい方法があれ
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ばお聞きしたいですが。お願いします。 

 

○会長     いかがでしょう、事務局。 

 

○事務局    答えになるかどうかわからないんですけれども、私も日ごろから思っている

のはやっぱり子どもたちの身近な所とか地域で、接している方の気付きから見

つけていくということになってくるのかなと思いますので、そういう選択肢を

広げていくことが、大切なんじゃないかなというふうに思っているところでご

ざいます。 

 

○会長     先ほど冒頭で事務局からもお話があった中で子どもの貧困をどうとらえる

かという話なんですが、 その説明の中でやっぱり貧困認知が難しい、要する

に相対的貧困っていう形になると見た目が気付かない。そういう貧困ですので、

そこにどう気付いていくかと。要するに我々が今現在気付けないような方たち

がこの市の中で生活されているかもしれないし、我々が貧困と考えると対象と

なるだろうという方たちというのは、ＳＯＳを出し難い方だったりする場合も

ありますので、その辺を最終的にはこの委員会の中で今後少しアンテナを張っ

ていただきながらですね、日ごろから意識をしていただいてお気付きの点をこ

の場でちょっと出していただくことで、何かいいアイデアがまとめられるかも

しれないという期待も込めてですね、今日スタートさせていただきたいと。ど

うぞよろしくお願いします。ありがとうございました。 

 

○B 委員    今回ちょっと難しいタイトルなんですけども、昨年の 10 月に幼児教育の教

育の無償化ということで、こういった研修等を受けているときに言われていた

ことが、やはり小さい幼児期において良質な保育教育を受けたお子さんと 5

年 10 年では変わらないけども、やはり 20 年後大人になった時に、やはり成

長の家庭の中で良質な保育を受けたお子さんとの違いが、はっきりと出てくる

のではないかということを言われておりました。そういった中で、今無償化と

いうことで多くの方が、幼稚園、保育園、認定こども園等に通っているのでは

ないかと思うんですけども、そこにもまだ行かれていないお子さんがいるのか

どうかそういったところも把握したいなというふうに思っております。また貧

困という部分と虐待ではないですけども、保護者によって食事を与えられない

とか、そういったところの判断の材料とか現場でいてもなかなかわかりにくい

ところがありますので、そういったところを専門の方とかが、より詳しくして

いただけると少しでもこちらからも発信できるのかなという風に思っており

ます。 また我々っていうのも変ですけどもやはり通われているお子さんを見

る限りでは、そんな服装にしてもご飯とかにしても、それほど感じることはな

いんですけどもこれはやはり医療とかの部分ですね、例えば虫歯が多いとかと
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いうふうになったときにどうしてその医療機関を受診しないんだろうかとい

うことを思ったりしますので、そういったところも健康診断とかその中で、ま

た市の連携をとりながら伝えていきたいなってふうに考えております。 

 

○C 委員    私が貧困に対して感じたことなんですが、大人が思う貧困と子どもが感じる

貧困、もしかすると家庭内では貧困だけれども、子どもたちには貧困を感じさ

せないように、過ごしている親御さんもいらっしゃるのかなと思います。なの

でアンケートの中からは、どのように出てくるかわからないんですけどもその

辺がちょっと子どもと大人の貧困に対する考え方がちょっと違ってきてたぶ

ん大きくなってから、あれが貧困だったんだって思う子どももいらっしゃるの

のかなとってことがあるので、拾っていく貧困の家庭をどのように先ほどもあ

ったように見つけていくのがちょっとやっぱり大変なのかなっていう思いが

あります。 

 

○D 委員    ちょっとこれとマッチしているかどうかわからないけど、今年に入ってから

のコロナ禍とかそういったのでこの時にとったアンケートの内容と今の置か

れている人たちの、貧困の内容とまた変わっていると思うけれど、私たちが初

めて経験してることなので、これが 1 年位で終わるものなのか、これからもっ

と続くものなのか、全く未知の世界でそういった部分において、学べることと

かもあたりまえじゃなかったとか、そういうのが出てきてるんですけど、そう

いった新たな視点での何か子育て支援のほうで考えているようなものかがあ

るのか、どうかなというのかがちょっと思いました。 

 

○事務局    今回のコロナを受けて新たな展開という部分なんですけれども、今は、アン

ケート調査の分析を 2 年前のものですけれども進めていくっていうこと、支援

者ヒアリングを今回追加でやりますので、そこで子どもたちですとか、子ども

のいる家庭と身近にふだん接している人たちが感じていること、考えているこ

とを聞き取り調査をいたしまして今のニーズ、コロナ禍も含めたニーズをとら

えて検討していければと考えているところです。具体的には今後になりますけ

ども現状もしっかりとそういった形で把握していきたいと思っております。 

 

○会長     D 委員、いかがですか。 

 

○D 委員    二度と起こってほしくないん事なんですけど、またいつ起こるかわからない

ので、そういった部分も常にどこかにおいて対策出来たらいいかなと思います。

よろしくお願いします。 
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○会長     せっかく支援者ヒアリングをしていただいてますので、今事務局の方からも

ご説明もありましたけど今のご意見もちょっとヒアリングの視点に入れてい

ただいて進めていただければと思います。よろしくお願いします。はい、E 委

員いかがでしょう。 

 

○E 委員    貧困ということなんですけれども、今の支援者ヒアリングとかっていう言葉

を聞いてやっぱり身近にいる人からの話を聞くということだと思うんですけ

れども、私も保育園にいて、保護者の方とお話をする機会が多い方だとは思う

んです。うちの保育園は小さい保育園ですので、毎日必ず顔合わせて何かしら 

たくさんお母さんたちとお話をしてってことをしているつもりではあるんで

すけれども、お母さんたちはやっぱり本音を話せる人と話せない人もいるし、 

良き理解者であるとわかった人にしか言えないこともあると。だから身近な人

といいながらも良き理解者の人には本当に相談したいと思ったり、「なんかち

ょっとこれ大変なの」と本当の事を言ってくれるんだと思うんですよね本当の

ことを言ってくれているなっていうのって、なんか感覚でわかるんですけども 

そういったのが本当の意味でその人のことを知るというふうなことなのかな

あって思うんですよね。だからそういうことを「このご家庭大変、このお母さ

ん大変」って思って感じられる人がいて、その人がどこかでそのことを発信す

る場っていうのが、やっぱり必要かなと思ってはいるのでそういう人たちがた

くさんいて、本当の意味でしっかりとこう話し合える場というのが出来たらい

いなって思います。 

 

○F 委員    こんばんは。私も子どもの貧困についてとても勉強不足なので、わからない

事が多いんですけれども、先ほども中学生の学習塾とか習い事の費用を助成し

てくれるっていう制度あるっていうことだったんですけれども、そんないい制

度があってもそれを本当に必要としている方がどこまで知っているのかなっ

ていうのがとても難しくてきっとたくさんいろんな情報提供はしてくれてい

るんでしょうけれども、やっぱり届いてないってお家があると思うんでそこの

ところはこれからもいろいろ工夫したり、やり方を考えていったりという必要

はあるのかなと思います。 

 

○会長     G 委員、いかがでしょうか。 

 

○G 委員    今日この資料を拝見して、ちょっとあまり頭に入ってないもんですから、単

純な 話になって申し訳ないんですけれども、もう導き出された課題っていう

のは なんか市のほうではもっと細やかに、いろんな課題を拾ってあげておら

れるんじゃないかなと思うんですけど、そういったものがあれば、その課題と

しての中でどんなものがあってということがわかりやすいかなと。印象ですけ
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れども思いました。そうすることによって施策事業を展開したときにもそれが

具体的にどうなるかと。例えば、それを C 委員がおっしゃったように実際の

その貧困状況のその把握をどうするかというそんな話の実質状況が今どうい

う風に出来ていて、これはできてないからこの出来るようっていう。そんなこ

ともこの中では課題の 1 つとして、例えばこうわかりやすいかなと思ったんで

すよね。その他、就労についての支援についても今現在そのなんていうんです

かね、就労状況がどうで失業率だとか就業状況だとかそいういったいろいろあ

ると思う。今現在どれくらいでそれは上げるとかですね。失業率は上げては 

いけないんですけれども。そういった数値が今現状これだけある。で、それを

改善する。ですが課題これ非常に大きな表現になる。そんなところが資料であ

ればよりわかりやすいかなと思います。以上です。 

 

○会長     委員の皆さんそれぞれにちょっとご意見いただいたり、お気づきの点を話し

いただいたりしたんですが、それを受けてちょっともし事務局からございまし

たらお願いします。 

 

○事務局    皆さんにご意見をいただきまして、どうもありがとうございます。今の G

委員の話お話なんですけれども、この A3 判の資料は今回体系的な部分を皆さ

んに知ってもらうための資料となっております。この導き出された課題のとこ

ろの、さらに詳細については、今日用意はできていないんですけれども、それ

ぞれの枠組みで具体的にどんな課題があるのかっていうところをもう少し細

かく拾ったうえで、計画につなげてい形になります。今回第 1 回目のご審議と

いうことで、事務局側としても皆さんの意見を伺いながら、策定を進められて

いければというふうに思っております。よろしくお願いします 

 

○会長     ちょっと私の進行も下手でお時間だけが経ってるんですけども審議事項の

１番ですね、これからスタートということですので今、それぞれ委員の皆様か

らもご意見いただいてそれを受けて事務局からも 今後の方向性について改

めてお話しいただきましたので、スタート時点といたしましてこの 1 番わかり

やすいのが、このＡ3 案の資料、資料 1-3 ですので 特に今、お気付きの点が

出てまいりませんでしたので、この現状について生活実態調査等をそれからヒ

アリングに基づいてその黒の四角で書かれた、その項目で分析を進めていくと。

それに基づいて現段階ではその課題が導き出されたっていうところなんです

が、今分析途中ですので大きくの柱としては、このような 5 つの柱で整理して

いき、先ほど委員の皆様からご意見いただいた部分も含めて、分析をしている

結果の中で、また修正もありということで、それをまたここでご審議いただく

という流れで、スタートさせていただくということで、よろしゅうございます

でしょうか。 
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＜＜異議なし＞＞ 

ということでスタートさせていただきたいと思いますので、4 回ですか、計

画では。また、お会いすることになりますが、よろしくお願いいたしたいと思

います。 

それでは審議事項の 2 番目ということで、保育定員の拡大についてというこ

とで、これも事務局のほうからご説明をお願いいたします。 

 

○事務局   （ 資料 2 に沿って説明 ） 

 

○会長     保育園の拡大について事務局から説明がありましたが、何かご質問ご意見等

ございますか。いかがですか。よろしゅうございますか。それでは、大地太陽

森の家保育園の増築工事に伴って、保育定員 10 人拡大ということでお認めい

ただいたということありがとうございます。引き続き議事を進行していきたい

と思います。資料 3、北広島市子ども・子育て会議設置条例の一部改正につい

て事務局からご説明をお願いいたします 

 

○事務局   （ 資料 3 に沿って説明 ） 

 

○会長     ただ今の事務局からの報告説明という事で、 何かご質問ございますでしょ

うか。いかがですか。 

       ＜＜異議なし＞＞ 

状況によっては書面会議をお願いをする事になるかと思いますので、その時

はよろしくお願いいたします。はい、ありがとうございます。それでは最後で

すね、その他ということですが資料 4 がお手元にあるかと思います。子ども子

育て関係施設の利用状況と主な動きについてということでこれも事務局から

お願いいたします。 

 

○事務局   （ 資料 4 に沿って説明 ） 

 

○飯浜会長   ただいま事務局からの報告説明につきまして、ご質問ご意見等ございました

お願いいたします。いかがでしょう。はい、B 委員お願いします。 

 

○B 委員    質問なんですけれども、今ご説明のありました「きたひろ手当」、このきた

ひろ手当の対象が、保育士ということになっているんですが、その施設の認可

保育所・こども園、そういったところになっておりまして、幼稚園が対象外と

いうことであるんですけども、それについての今後の見直しとかっていうのは、 

お考えになることは出来ませんでしょうか。といいますのは、先だっても市内

の幼稚園協会の園長会があったんですけども、例えば求人を出す際とかにでも、 
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この保育士保育所に勤めるなら 5 千円だけども、幼稚園だったらそれがつかな

いよ。となった時に自然とその保育所等にお金だけで動くことではないんです

けども、やはりそういう部分があるのとないのという部分で、いささかちょっ

とご質問等があったものですから、こういった機会でもし今後今すぐというわ

けではないですけども、検討していただければ、幼稚園によっては一時預かり

保育等も行っている保育事業もありますので、ご検討いただければと思ってお

ります。 

 

○会長     事務局、いかがでしょう。 

 

○事務局    繰り返しになりますけれども、本事業については、0 から 2 歳の低年齢児の

保育定員の確保が、大きな目的の 1 つになっております。ですので、市の意向

といたしましては、幼稚園につきましても、例えば 2 歳の受け入れでご検討い

ただければという思いはあります。幼稚園協会の方でも様々なご意見をお持ち

だということは了解しましたので、今後そういったニーズがあるっていうこと

を踏まえまして、お約束はできないんですけれども、参考にして検討させてい

ただきたいと思います。 

 

○B 委員    低年齢ということで現在満 3 歳の受け入れをするに当たって 6 人に 1 人と

かいう、教員の確保とかも行っている園もありますので、その前向きに検討し

ていただければと思います。よろしくお願いいたします 

 

○会長     ほか、いかがでしょう。それでは事務局からまだ何か、ご連絡事項等ありま

すか。 

 

○事務局   （ 会議のスケジュールについて説明 ） 

 

○会長     次回 10 月にまた第 2 回目の会議を開催したいということでおりますので、

またぜひ新型コロナ感染予防も大変なところでございますけれども、お集まり

いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。それでは審議事項報告

事項以上終了いたしましたので、これをもちまして第 1 回北広島市子ども・子

育て会議閉会させていただきます。本日はどうもありがとうございました。 


